
平成２０年（２００８年）７月２７日�　　こだいら　市　議　会　だ　よ　り

一般質問

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
歩
道

の
切
り
下
げ
部
分
の
傾
斜
が
き
つ
い

た
め
、
車
い
す
の
通
行
が
危
険
で
は
。

　

②
石
森
酒
店
前
の
信
号
機
を
昼
間

も
手
押
し
式
に
で
き
な
い
か
。

　

③
青
梅
街
道
と
新
小
金
井
街
道
の

交
差
点
は
、
通
行
区
分
が
多
数
あ
る

た
め
わ
か
り
に
く
い
の
で
改
善
で
き

な
い
か
。

市
長　

①
歩
道
改
良
事
業
は
完
了
し

て
い
る
が
、
傾
斜
が
き
つ
い
箇
所
も

あ
る
の
で
都
に
要
望
し
た
い
。

　

②
集
中
制
御
式
の
た
め
変
更
は
困

難
と
小
平
警
察
署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

③
わ
か
り
や
す
い
誘
導
が
可
能
か

を
含
め
、
都
に
現
状
を
伝
え
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
警
察

学
校
北
通
り
の
自
衛
隊
小
平
駐
屯
地

正
門
前
か
ら
警
察
学
校
東
交
差
点
ま

で
の
歩
道
は
夜
間
暗
い
の
で
、
街
路

灯
を
設
置
し
て
は
。

　

②
国
交
大
通
り
の
警
察
学
校
正
門

前
西
側
の
カ
ー
ブ
は
波
状
塀
を
さ
ら

に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
見
通
し
を
よ

く
で
き
な
い
か
。

　

③
動
物
衛
生
研
究
所
の
万
年
塀
を

フ
ェ
ン
ス
に
か
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

①
大
型
照
明
に
よ
り
照
度
は

確
保
さ
れ
て
お
り
、
樹
木
の
剪
定
で

安
全
は
確
保
で
き
る
と
考
え
る
。

　

②
関
東
管
区
警
察
学
校
か
ら
は
難

し
い
と
聞
い
て
い
る
た
め
、
他
の
交

通
安
全
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　

③
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
歩
道

を
通
行
で
き
る
要
件
が
明
確
化
さ
れ

た
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　

②
交
通
安
全
教
室
等
の
参
加
者
に

自
転
車
免
許
証
を
発
行
し
、
有
料
自

転
車
駐
車
場
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　

③
３
人
乗
り
自
転
車
を
購
入
す
る

際
に
、
助
成
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
小
平
警
察
署
な
ど
と
連
携

し
、
学
校
や
高
齢
者
の
交
通
安
全
教

室
な
ど
で
引
き
続
き
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
の
啓
発
に
努
め
た
い
。

　

②
他
市
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

　

③
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
都
が

策
定
し
た
史
跡
玉
川
上
水
保
存
管
理

計
画
に
お
け
る
管
理
内
容
は
。

　

②
落
ち
葉
の
利
活
用
を
推
進
で
き

な
い
か
。

　

③
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
対
す
る

対
策
は
。

市
長　

①
過
密
な
樹
林
の
除
間
伐
や
、

桜
並
木
の
景
観
維
持
等
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

②
本
年
、
秋
か
ら
落
ち
葉
の
収
集

で
用
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
用
の
袋
を
作

成
し
て
貸
出
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
収
集
方
法
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　

③
関
係
機
関
と
連
携
し
、
喫
煙
マ

ナ
ー
や
火
災
予
防
意
識
の
啓
発
に
努

め
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
倒

木
事
故
の
再
発
防
止
へ
の
課
題
は
。

　

②
樹
木
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
意

見
や
要
望
と
そ
の
対
応
は
。

　

③
樹
木
等
の
状
況
把
握
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
活
用
し
て
は
。

市
長　

①
管
理
者
で
あ
る
都
と
市
の

情
報
共
有
を
初
め
と
し
た
緊
密
な
協

力
体
制
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
。　

　

②
枯
れ
葉
の
掃
除
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
市
民
の
自
助
努
力
や
地

域
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

平
成
19
年
度
か
ら
清
掃
事
務
所
に
落

ち
葉
の
リ
サ
イ
ク
ル
中
継
所
を
開
設

し
、
資
源
循
環
を
図
っ
て
い
る
。　

　

③
都
へ
適
正
管
理
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
活
用
に
つ
い
て
は
要
請
も

含
め
研
究
し
た
い
。

宮
㟢
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
市
が

直
接
行
っ
て
い
る
保
存
対
策
は
。

　

②
道
路
工
事
等
に
よ
り
根
が
切
断

さ
れ
、
屋
敷
森
の
一
部
が
枯
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
が
、
伐
採
費
用
等
の
対

応
を
考
え
て
は
。

　

③
国
に
働
き
か
け
、
街
道
筋
の
緑
、

屋
敷
森
を
守
る
べ
き
で
は
。

市
長　

①
保
存
樹
林
等
の
指
定
を
受

け
た
土
地
の
固
定
資
産
税
等
を
非
課

税
や
減
免
す
る
こ
と
で
、
土
地
保
有

意
欲
を
維
持
し
一
定
の
面
積
を
確
保

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

③
東
京
都
市
長
会
を
通
じ
、
自
然

緑
地
保
全
の
た
め
相
続
税
の
軽
減
な

ど
に
つ
い
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
20
年

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
公
共

施
設
の
目
的
外
使
用
の
範
囲
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

②
公
共
施
設
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　

③
利
用
頻
度
の
高
い
体
育
施
設
や

地
域
セ
ン
タ
ー
等
は
、
年
末
年
始
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
直
ち
に
拡
大
す
る
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。

　

②
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
、
環
境
、�

文
化
財
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
設
見

学
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

③
現
在
、
開
館
日
の
拡
大
を
予
定

し
て
い
る
施
設
は
な
い
が
、
利
用
実

績
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
多
摩

各
市
の
高
齢
者
に
対
す
る
負
担
軽
減

策
の
状
況
は
。

　

②
小
平
市
の
体
育
施
設
の
使
用
料

は
高
く
な
い
か
。

　

③
使
用
料
の
軽
減
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
考
え
る
市
民
委
員
会
の
テ
ー

マ
に
入
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

①
15
市
が
減
免
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。

　

②
類
似
8
市
で
比
較
す
る
と
、
温

水
プ
ー
ル
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
高
い

ほ
う
で
あ
る
。

　

③
使
用
料
の
見
直
し
は
、
行
財
政

再
構
築
プ
ラ
ン
の
実
施
項
目
と
し
て

市
全
体
で
取
り
組
む
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
制
度

の
評
価
と
堅
持
に
向
け
た
決
意
は
。

　

②
老
人
保
健
制
度
に
戻
し
た
場
合

の
問
題
点
は
。

　

③
長
寿
医
療
制
度
の
問
題
点
は
。

市
長　

①
新
制
度
の
た
め
評
価
は
難

し
い
が
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
た
い
。

　

②
広
域
連
合
の
設
立
や
シ
ス
テ
ム

開
発
の
経
費
が
無
駄
に
な
る
、
高
齢

者
や
医
療
機
関
で
新
た
な
混
乱
が
生

じ
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

③
保
険
料
の
賦
課
は
個
人
単
位
だ

が
、
負
担
軽
減
は
世
帯
単
位
の
所
得

で
判
定
さ
れ
る
た
め
、
被
保
険
者
に

は
理
解
し
づ
ら
い
。
東
京
都
広
域
連

合
で
も
改
善
を
訴
え
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
発

足
時
に
努
力
し
た
点
は
。

　

②
市
財
政
と
市
民
へ
の
影
響
は
。

　

③
包
括
診
療
の
現
状
は
。

市
長　

①
健
診
事
業
の
検
査
項
目
の

上
乗
せ
や
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
補
助

な
ど
を
独
自
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

　

②
低
所
得
者
対
策
の
た
め
の
市
の

負
担
は
8
千
6
百
60
万
4
千
円
。
75

歳
以
上
で
収
入
の
高
い
人
は
負
担
増

と
な
る
が
、
年
収
約
2
百
3
万
円
ま

で
の
単
身
者
は
負
担
減
と
な
る
。

　

③
診
療
に
は
登
録
が
必
要
だ
が
、

市
町
村
ご
と
の
登
録
件
数
に
つ
い
て

は
情
報
が
な
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
高
齢

者
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

　

②
三
鷹
市
の
ち
ょ
こ
っ
と
サ
ー
ビ

ス
支
え
あ
い
事
業
を
実
施
し
て
は
。

　

③
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安

否
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
は
。

市
長　

①
専
門
職
が
対
応
し
、
出
張

所
も
含
め
る
と
市
内
に
8
か
所
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

②
安
価
な
対
価
で
高
齢
者
の
生
活

を
支
え
る
事
業
だ
が
、
実
施
後
間
も

な
い
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

③
現
在
、
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
で

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

本
人
の
希
望
等
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
い
。

日
向
美
砂
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
介

護
保
険
利
用
者
等
へ
の
調
査
結
果
か

ら
、
在
宅
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ

う
に
判
断
し
対
応
す
る
の
か
。

　

②
人
材
不
足
に
対
す
る
対
策
は
。

　

③
介
護
と
医
療
の
連
携
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。

市
長　

①
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年
度
か

ら
の
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

反
映
さ
せ
た
い
。

　

②
国
や
都
へ
処
遇
改
善
な
ど
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

③
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、

主
治
医
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が

情
報
を
共
有
化
・
一
元
化
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
小
平

市
の
第
2
号
被
保
険
者
の
中
で
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
数
は
。　

　

②
介
護
認
定
の
要
介
護
5
と
4
の

違
い
は
。
ま
た
、
第
1
号
被
保
険
者

と
認
定
基
準
や
認
定
方
法
は
同
じ
か
。

　

③
介
護
保
険
で
の
自
立
支
援
と
は
。

市
長　

①
4
月
末
で
168
人
で
あ
る
。

　

②
要
介
護
5
は
意
思
疎
通
が
よ
り

困
難
で
あ
り
、
医
療
依
存
度
も
高
い

状
態
で
あ
る
。
第
2
号
被
保
険
者
の

認
定
申
請
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
は
違
い
が
な
い
。　

　

③
介
護
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
て

も
で
き
る
限
り
そ
の
有
す
る
能
力
に

応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め

る
よ
う
な
支
援
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
新

基
準
に
よ
り
給
付
範
囲
が
変
わ
り
、

病
院
に
行
け
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
大

変
な
問
題
だ
が
対
応
は
。

　

②
都
は
厚
生
労
働
省
が
明
確
な
基

準
を
示
す
ま
で
は
従
来
ど
お
り
対
応

す
る
と
し
て
い
る
が
、
認
識
は
。

　

③
今
後
の
課
題
は
。

市
長　

①
都
の
対
応
を
踏
ま
え
て
給

付
範
囲
を
決
定
し
た
い
。

　

②
都
の
判
断
に
基
づ
き
支
給
す
る
。

　

③
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
立
支
援
に
係
る
新
た
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
行
政
一
般
】

・�

行
政
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

保
存
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
設
置
に

つ
い
て

【
防
災
・
安
全
】

・�

救
急
車
ト
リ
ア
ー
ジ
制
度
の
小
平

市
の
現
状
に
つ
い
て

【
道
路
】

・�

道
路
用
照
明
灯
を
環
境
面
か
ら
見

直
し
て
み
よ
う

【
福
祉
】

・�

介
護
保
険
の
改
善
で
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
守
れ

・�

生
活
保
護
者
へ
の
通
院
交
通
費
支

給
制
限
強
化
は
撤
回
を

間
実
施
し
て
見
え
た
課
題
は
。

　

②
中
間
報
告
が
必
要
で
は
。

　

③
市
民
も
交
え
、
あ
り
方
検
討
会

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
い
か
に
多
く
の
、
き
ち
ん

と
し
た
管
理
の
で
き
る
人
に
飼
育
を

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
か
や
、
飼
育
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

②
検
討
し
た
い
。

　

③
小
平
ほ
た
る
会
や
飼
育
者
養
成

講
習
会
の
参
加
者
か
ら
意
見
を
聞
い

て
、
飼
育
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

道
路

青
梅
街
道
天
神
地
区
周
辺
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

警
察
学
校
等
の
国
有
施
設
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て警察学校正門前西側のカーブ

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
た
が

自
転
車
は
ど
こ
を
走
れ
ば
い
い
の
か

公 園

用 水

玉
川
上
水
の
環
境
保
全
と

住
環
境
の
調
和
に
つ
い
て

玉
川
上
水
の
樹
木
の
管
理
に

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う

市
は
本
気
で
緑
対
策
を

行

っ

て

い

る

か

蛍
の
飼
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
関
係
す
る
市
民
も
交
え
た
検
討
を

公
共
施
設

公

共

施

設

の

あ
り
方
に
つ
い
て

高
齢
者
の
体
育
施
設

使
用
料
の
軽
減
を

福
祉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿 

医
療
制
度
）を
ど
う
評
価
す
る
か

◀

長
寿
医
療
制
度
の
窓
口

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

小
平
市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

高
齢
者
の
心
を
支
え
る

サ

ー

ビ

ス

を

在
宅
介
護
・
医
療
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

介

護

保

険

の

あ
り
方
に
つ
い
て

生
活
保
護
者
の
通
院
交
通
費
の

新
基
準
に
問
題
が
な
い
か

掲
載
分
以
外
の

質

問

項

目


